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◆ 使用料・手数料の見直し 

《さらなる改革の具体的取組内容》 
適正な受益者負担を求める観点から使用料・手数料を新設するほか、

利用実態や利用者ニーズに対応して料金制度を見直す。 
 
（新設・改定の主な例） 
○遊漁船業者登録申請手数料の徴収【環境農林水産部】 

○江坂立体駐車場における定期利用制度（パーク・アンド・ライド

など）や一日上限料金制度の導入【土木部】 

○岸壁等港湾施設使用料における料金区分の変更（24 時間制→12

時間制）【土木部】 

○道路位置指定等申請手数料の徴収【建築都市部】 

 

 

 

 

◆ 庁舎借上げ料の縮減【総務部】 

《さらなる改革の具体的取組内容》 

   事務の効率性・経済性を考慮し、借上げ民間ビル（一部）からの移転を

実施するとともに、賃料値下げ交渉により、借上げ経費の縮減を図った。 

 

◆ 事務経費等の節減 

《さらなる改革の具体的取組内容》 

平成１４年度の予算執行に際し、全庁を挙げて、事務費の節減や事業の

効率的・効果的な執行等を図ることにより、事務経費等の節減に努めた。 

 

経費節減  




